
薬剤耐性菌の病態解析・診断・治療の研究 

(1) 薬剤耐性菌による感染症や侵襲性感染症に関する微生物学的・臨床的研究 

従来から問題となっているメチシリン耐性黄色ブドウ球菌や多剤耐性緑膿菌に加え、基質特異性拡張

型β-ラクタマーゼやカルバペネマーゼを産生する腸内細菌目細菌（大腸菌、肺炎桿菌、エンテロバクタ

ー）などの薬剤耐性菌による感染症や、侵襲性感染症に関する微生物学的・臨床的な研究を行って

います。 
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（2）臨床における微生物や薬剤耐性菌の迅速検出（感染症の分子診断） 

近年、微生物やその薬剤耐性遺伝子を迅速に検出する方法や、質量分析を用いて薬剤耐性菌を検

出する方法の開発、実用化が進んでいます。これら新しい検査法の臨床における有用性に関する研究

を行っています。 
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（3）薬剤耐性菌に対する新しい治療薬の有効性に関する研究 

選択できる治療薬が少ない薬剤耐性菌対して、新しい抗菌薬の有効性に関する研究を行っています。 
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(4) 薬剤耐性菌の分子疫学解析 

感染症の診療を行う上で、国内、地域、院内でどのような菌が検出され、その菌がどのような特徴をもち、

どのような抗菌薬が有効であるかの情報を得ることは重要です。 

臨床現場でよく検出される薬剤耐性菌の一つにメチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）があります。

MRSA は国、地域毎に流行している株が異なります。日本では以前は SCCmec II 型の遺伝子を保

有した MRSA が流行していましたが、この 10 年程度の間に SCCmec IV 型を保有している MRSA へ

と大きく変化しています。この MRSA の特徴はまだよくわかっていません。私たちはこの菌株が患者さんに

感染した場合にどのような感染症症状を起こすのか、またなぜこの株が流行するようになったのかということ

を臨床データの収集と遺伝子解析を行いながら研究しています。 



またある高齢者病院で抗菌薬が無効のインフルエンザ菌がよく検出されていることがわかりました。なぜそ

のような菌が検出されるようになったのか、インフルエンザ菌の遺伝子を解析することにより解明し、院内感

染対策へとつなげる研究も行っています。 
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